

























の注 目している部位が明 らかになり,よ り適切な
インフォーム ドコンセン トを行 えることが考えら
れた。
本論文に関 して審査委員会が平成25年1月9
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論文の内容および審査の要旨
【目 的】本研究では,水 平的 ・垂直的な変化を






を行 いG-sn:sn-Mesの比率 か ら短顔群9名,
長顔群10名の2群 に分類 した。各々の顔貌 を非
接 触 型 三 次 元 計 測 器(vivid 910 koNIcA
MINOLTA,JAPAN)を用いて三次元顔画像 を採
得 した。軟組織移動量は被験者19名の咬頭嵌合位,
下顎 を前方5mm移 動,下 方向3mmに 移動,前
方5mm下 方向3mm移 動 した時の4点 を計測 し,
咬頭嵌合位から下顎移動後の軟組織形態における
距離変化を平均 して算出 した。得 られたポ リゴン
デ ー タ をRapidform2006(INUs Technology,
Seoul,south Korea)へ転送 し,画像 を加工 し顔
面変形用ソフ トウェアに適応 させた。患者の顔貌
画像にLs(上唇点),stm(ストミオン),Li(下
唇点),sb(オトガイ唇溝点),Pogs(軟組織ポ
ゴニオン),Mes(軟組織メン トン),6点の可動
点を設定 した。理想顔貌の比較対象 として矯正医
10名(以下,矯 正医群)(平均臨床経験年数18.4
±10.4年)を対照群 とした。
短顔群 と長顔群は本人の画像,矯 正医群は短顔
群 と長顔群全員の顔画像を理想顔貌へ変形 させた。
理想顔貌の描画はモニター上でマウスを使い操作
す る。可動点を ドラッグすることで変形が可能と
なり前後,上 下方向へ自由に変形 させることがで
